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　岸田政権は、高い殺傷能力を持つ次
期戦闘機の、日本から第三国への輸出
を解禁した。武器輸出は、戦後厳しく
制限してきたが、この半世紀で変質し、
安倍政権では「武器輸出三原則」を「防
衛装備移転三原則」へと見直し、事実

上、武器輸出の門戸を開いた。
　そもそも「武器輸出三原則」の意義とは平和憲法に沿う
ものであるが、日本経済が武器の生産と輸出に依存しな
い、いわゆる「武器常習性」を抑制する側面も持っている。
　岸田政権は、防衛費を５年間で国内総生産比２％に倍
増させ、総額43兆円に膨らませた。国際法を犯してまで

ウクライナに侵攻したロシア、深刻な人道危機を招いて
いるイスラエルとイスラム組織ハマスの戦闘など、絶え
ることなく世界では紛争が起きている。米国は国際問題
への関与から遠ざかる内向き志向にある中、米国との同
盟を強化する日本にも、新たな戦略が求められているの
は確かだが、防衛力の強化だけが突出し、これからの国
際秩序をどう構築しようとしているのか見えてこない。
　そして何よりも憲法の理念に基づく政策が、政府・与
党の協議で決まり、国会で審議されることもなく国民の
幅広い理解も得られていない。そこには平和憲法を逸脱
しないよう努力する戦後の良質な保守政治の姿はない。

鹿児島　労福協
毎月15日に更新!!
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食品ロス削減を

第95回メーデー集会模様

　メーデー集会では、昨年に引き続き、食品ロス削減運動の一環と
して「隠れ食品ロス（畑の食品ロス）」とされている規格外農産物を販
売（今回は事情により規格外果物に変更）していくイベントを労福
協、フードバンクかごしま、連合鹿児島、食とみどり、水を守る鹿
児島県民の会と協働・連携して開催しました。これまでの生産と消
費のあり方（持続可能な消費と生産）の見直しへの気づきの機会につ
なげていきたいものです。

　第95回メーデー鹿児
島中央集会は、天候不
安のため、集会実施、
アピール行動（デモ行
進）中止という決定を
し、４月27日（土）10時
より中央公園で開催さ
れました。
　主催者代表のあいさ
つで下町連合会長は、

「尊厳ある労働と賃上
げ、価格転嫁の追求」

「誰ひとり取り残さな
い、働くことを軸とす
る安心社会」「選挙・
政治への無関心が権力
の腐敗と専横を招き、それが、自分自身を
苦しめている」と訴えました。
　来賓を代表し、塩田康一鹿児島県知事、
下鶴隆央鹿児島市長のご挨拶を受け、最後
に「さまざまな人たちとの対話と集団的労
使関係を社会に広げる取り組みを進め、働
く者・生活者の立場に立った政治勢力の結
集・拡大を目指す」というメーデー宣言を
全体で確認し、連合鹿児島地域協議会の徳
留議長のガンバロー三唱で閉会しました。

第95回メーデー鹿児島中央集会
メーデースローガン「�連帯の力で　平和と人権を守り　誰もが安心して

暮らせる新たなステージへ！　被災地の復旧・復
興に向けて　みんなで支え合い・助け合おう！」
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　鹿児島支店では、社会貢献活動の一環として、日置市・指宿市の新１年生664名に「ツカエルさん反射マスコット
キーホルダー」を贈呈しました。
日置市立伊集院小学校と指宿市
立丹波小学校では、新１年生へ直
接「キーホルダー」を贈呈するこ
とができました。贈呈先の学校か
らは、たくさんのお礼の言葉をい
ただきました。
　車のライトに反射してピカッ
と光り、ドライバーに子供たちの
存在を知らせる「キーホルダー」
を新１年生の交通安全・防犯に活
用いただけると幸いです。これか
らも福祉金融機関として未来明
るい子供達の支援を続けていき
ます。

日置市立伊集院小学校
（左から渦尾校長・新1年生・

鹿児島支店　松田次長）

指宿市立丹波小学校
（後列左から鹿児島支店　松田次長・

畑添校長・新1年生）

　ライフプランを実現するために
は、将来どんなライフイベントが
あり、どのようにお金を準備して
いくのかを具体的に考えていくこ
とが重要です。
　ろうきんでは、ライフプランの
実現に向けた資産形成をサポート
する取り組みとして、「2024がっ
ちり！つみたてキャンペーン」を
実施中（2025年１月31日まで）で
す。
　キャンペーンでは、右記の対象
商品２項目以上をご契約いただき
本キャンペーンのアンケートにご
回答いただいた方を対象に、抽選
で500名様へ持っていたらちょっ
と自慢できるかわいい「ツカエル
さんオリジナルグッズ」をプレゼ
ントいたします。
　この機会に「がっちり」ろうきん
と将来のお金のことを考えてみま
せんか？
　対象商品は右記の通りです。ア
ンケートは「キャンペーンチラシ
裏面」または「ろうきんアプリ内専
用応募フォーム」にてご回答くだ
さい。

「2024がっちり！つみたてキャンペーン」実施中！

日置市・指宿市の新1年生に「マスコットキーホルダー」を贈呈！

対　　　　象　　　　商　　　　品
①�財 形 預金または
エース預金 期間中、新規預入金額が累計10万円以上の方

②�NISA「つみたて投
資枠」

〈九州ろうきん〉ですでにNISA（つみたて投資枠）で定時
定額買付契約がある方、または新規にご契約いただい
た方※期間中に買付が確認できない場合は、抽選対象
外となります。

③�NISA「成長投資枠」期間中NISA（成長投資枠）で新規買付金額が累計10万円以上の方※定時定額買付も対象となります。

④�iDeCo（個人型確
定拠出年金）

〈九州ろうきん〉ですでにiDeCoのご契約がある方、ま
たは新規にご契約いただいた方※運用指図者は除きま
す。
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　九州ろうきん友の会鹿児島
支部と日置支部は４月16日、
伊集院総合運動場にて「鹿児
島支店長杯グラウンドゴルフ
春季大会」を開催し、総勢56
名の会員が集いました。当日
は、気候も良く絶好のグラウ
ンドゴルフ日和となりまし
た。開会式では、高橋日置支
部会長、辻村鹿児島支店長の
挨拶を受け、大会をスタート
しました。各ホールでは、和
やかな雰囲気の中、日頃の練
習の成果を存分に発揮し大い
に盛り上がりました。ホール
インワンが出ると、大きい歓
声が上がるなど、お互いの健
闘を讃えあいながら楽しく交流を深
めることができました。表彰式では、
優勝の鶴田兼一さん（鹿児島支部）の
ほか、各賞の表彰を行い、秋季大会
での再会を期して閉会しました。

優勝　鶴田兼一　鹿児島支部　29打
２位　唐鎌ミキ　鹿児島支部　34打
３位　徳田政幸　鹿児島支部　36打
４位　仁科隆夫　鹿児島支部　37打
 ※２ホール成績

フードバンクかごしまと協働でベトナム人留学生への食糧支援を実施
　鹿児島県労働者福祉協議会では「引き続く新型コロナ禍の影響や昨今の物価高で困窮しているベトナム人留学
生に対し、生活支援をしていくことで少しでも学習できる環境作りにつなげていく」ことを目的として中央労福
協の「ろうふくエール基金」も活用しながら食糧支援を実施しました。
　具体的には、NPO法人フードバンクかごしま（原田一世代表理事）、県日越友好協会（谷口学会長）の理解と協力
をいただき、ベトナム・ネパールからの鹿児島県内への留学生に対する食糧の提供による支援活動を実施しました。
　４月13日（土）10時から、九州労金鹿児島県本部５階大ホールにて、ベトナム・ネパール人留学生代表25人も参
加する中で目録による贈呈を行いました。下町理事長から「労福協の紹介・取り組みの趣旨・支援の気持ち」、原
田代表理事から「有意義な学生生活へのささやかな支援、鹿児島の学生との交流」、谷口会長から「３回目となっ
た支援への心からの感謝と留学生への激励」等についてあいさつがありました。
　最後に留学生の代表者より「多くの留学生が困窮して
いる中であたたかいご支援を頂きありがとうございま
す。感謝の気持ちでいっぱいです。この支援は私たち
の大きな励みとなります。これからも日本での勉強を
頑張っていきます。本当にありがとうございました。」
と心のこもった素敵な日本語であいさつしていただき
ました。「少しでも留学生のみなさんの支えになれば」
との思いで実施しましたが、生き生きとした嬉しそう
な表情に私たちが元気をもらいました。 全員にっこり

鹿児島支店長杯グラウンドゴルフ春季大会を開催しました！
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保障の説明中にぐらり！　奄美地域労福協ライフプランセミナー
　奄美地域労福協は３月15日（金）、九州労働金庫大島支店会議室でライフプランセミナーを開催し25名が参加し
ました。
　はじめに、九州労働金庫大島支店から『未来予想図を描くライフプラン』と題して、キャッシュフロー表を活用
したお金の管理方法やライフイベント・セカンドライフに備えた貯蓄の重要性について提案・説明がありました。
また、『つみたてNISA』や『iDeCo（個人型確定拠出年金）』のメリット・デメリットについても説明があり、資
産形成について理解を深めることができました。
　続いて、こくみん共済coopから『住まいの保障
について～災害時無保障者の解消をめざして』を
テーマに、現在の自然災害の発生状況や保障最適
化に向けてのポイントをわかりやすく説明しても
らいました。
　今回の学習会中、奄美では震度４の地震が発生
し、保障の必要性について改めて体感し、将来を
見据えてしっかりと備えなければいけないと考え
させられた貴重なセミナーになりました。

▲  新入組合員研修 ▲  若年層研修会

▲　新入組合員研修 ▲  こくみん共済 coop　田﨑職員

コスモテック労働組合にて
新入組合研修・若年層研修会を実施

　コスモテック労働組合において、2024年４月18日（木）「新入組合員研修」�・４月19日（金）「若年層研修会」を
実施しました。
　「新入組合員研修」には８名の新入組合員の皆さまに参加いただき、こくみん共済�coopの田﨑職員が「セット共
済一律加入の案内」および「新入組合員むけの保障設計」について説明しました。また、「若年層研修会」には10名の
若年層組合員の方にご参加いただき「若年層むけの保障の考え方（マイカー共済・終身医療共済）」についての研修を
実施しました。

報告

熱心に話を聴く参加者

【執行部からの感想】
今回の新入組合員研修・若年層研修会を通して、若いうちから
保障について意識してくれることを期待しています。

こくみん共済�coopでは、相談窓口や説明会を実施し
ておりますので、今後も協力団体での相談窓口の実施
やセミナー等に参加させていただければ幸いです。
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◇共済ショップ鹿屋店
～2024年５月31日（金）

営業時間
　平日：９時30分～17時
　第４土曜日：９時30分～16時
（定休日：第４土曜日以外の土曜日・日曜日・祝日）

2024年６月１日（土）～

営業時間
　平日：９時30分～17時
（定休日：土曜日・日曜日・祝日）

「ぼうさいカフェ」の開催
　4月27日（土）に鹿児島市中央公園で「ぼうさいカフェ」を開催しました。当日は「連合鹿児島第95回メーデー鹿児
島県中央集会」内で開催し、過去の災害パネル、ＶＲ（仮想現実）を用いた地震体験などを行い、多くの方にブース
へお越しいただき、「誰でもちょっとしたことで自分の身を守り、被害を小さくすることができる」を体験していた
だきました。
　こくみん共済�coop�では2010年度から「家族で一緒に防災について考える時間」として防災について家族で学
び、備えを見直す機会を作っていただく取り組みとして「ぼうさいカフェ」を開催しています。
  「ぼうさいカフェ」は、地震などの自然災害に対する備えや知識、大切な人や大事な財産を守る術をお伝えし、防
災力向上や防災意識を高めるために推進している取り組みです。

報告
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　北薩地域労福協は
連合北薩地協女性委
員会と共催で、３月
17日（日）に薩摩川内
市東郷町の「茶寮さ
さの」で料理教室（喫
茶 教 室）を開 催し、
子どもを含む18名が
参加しました。
　北薩地協女性委
員会の森永委員長
よりあいさつの後、
講師の笹野千津子「茶寮ささの」オーナーより自己紹介と
本日の内容「米粉を使ったどらやき」の説明がありまし
た。ホットプレートを使った生地作りから始め、出来上
がった生地に準備したホイップ・クリームチーズ・いち
ご・あんこなどを挟み込み、それぞれ個性的な「手作り
どらやき」が出来上がりました。また、お茶の生産農家
でもある笹野さんから、お茶（緑茶・紅茶）の美味しい淹
れ方としてお湯の温度設定や急須の使い方、お茶の注ぎ
方から飲み方までわかりやすく丁寧に教えてもらいまし
た。また、お茶の保存方法などについての質問もあり、
参加した皆さん真剣に聞き入っていました。そのあとは
みんなで作ったどらやきとお茶、紅茶を美味しくいただ
き、充実した料理教室となりました。

　奄美地域労福協は３月９日（土）、奄美カントリーで
『第37回労福協・ろうきん・こくみん共済coop杯チャリ
ティーゴルフ大会』を開催し、13組52名が参加しました。
　大会は、今回からこくみん共済coopにも共催いただ
き、自動車指定整備工場の方々も参戦。寒さがまだ残る
奄美でしたが、【笑顔】を合言葉にはつらつとプレーを楽
しみました。
　なお、この大会でご協力いただいた募金は、能登半島
地震の災害復興支援に寄付させていただきました。ご協
力、ありがとうございました。
　大会の結果　団体の部優勝：喜界町役場Aチーム、個
人の部優勝：富田道夫さん（喜界町役場）、ベストグロス：
豊島正季さん（喜界町役場）

　鹿児島県労働者福祉協議会は、－①「継続できる・地
域のためになる・参加しやすい」社会参加型の取り組み
としていく。②「社会の力になりたい」気持ちを組織とし
ての運動につなげていく。③運動を通じて社会的ネット
ワークの拡充・認知度向上につなげていく。－ことを基
本的な考え方として、連合鹿児島・各福祉事業団体の理
解と協力をいただきながら「タオル一本運動」に取り組
み、今回も多くのみなさんから「優しい・あたたかい気
持ち」が寄せられました。ありがとうございました。
　メーデー集会時の集約は下記のとおりです。

地区名 集約枚数 地区名 集約枚数
鹿児島（中央集会） 365 大隅 180

南薩 113 熊毛 136
北薩 221 奄美 243

姶良伊佐 212 合計 1,470

　北薩地域労福協は３月26日（火）、SSプラザせんだい
で「介護教室」を開催し、32名が参加しました。まず、川
内市医師会市民病院副院長兼看護部長の久々湊智与氏よ
り「看護人材の現状」として鹿児島県内地域別の求人状
況、高齢化など今後の人材不足についての現状報告があ
りました。次に、総合リハビリステーション部長の長嶺
英博氏より個々のライフスタイルに合わせて、短時間で
も毎日身体活動に取り組むことが望ましいという事で

「ロコモ体操」を参加者全員で実施しました。最後に薩摩
川内市役所保健福祉部高齢・介護福祉課主幹で保健師の
立野恭江氏より「認知症」について、初期の症状や、原因、
認知症に関する悩みや気になる症状のチェック表、相談
窓口などについても詳しく教えていただきました。参加
者からはロコモ体操について、1週間の実施回数、運動
内容についての負荷やバランスなどの質問も出され、多
くを学ぶことができました。

　奄美地域労福協は３月25
日（月）、奄美市住用町のマ
ングローブパーク研修室で

『介護学習会』を開催し、33
名が参加しました。
　まず、奄美市高齢者福祉
課の岩木千秋保健師から奄

美市の介護予防の取り組みとして、各地域で住民が主
体となって開催している『健康教室』や『ころばん体操教
室』、また市が主催する一般介護予防事業『ねせんきゃき
ばろう会』や『ココトレクラブ』等の説明を受けるととも
に、認知症の方々を支える各種取り組みについて報告し
てもらいました。
　続いて、奄美市包括支援センターの上野美里さんを講
師に椅子を活用したストレッチと筋力アップをめざした
体操を行い、その後新緑の萌える香りが漂うパークでグ
ラウンドゴルフを楽しみました。
　皆様がいつまでも健康で暮らせるよう、これからも
様々なサポートをできればと思います。

　日本退職者連合九州ブロック協議会の「ジェンダー平
等学習会」が３月14日（木）、九州各県から34名が参加し
て開かれました。
　学習会では福岡県退職教員協議会の祐成典子会長が、

「福退教は2022年に結成50周年を迎えた。会員男女5,000
名、22年６月の定期総会で女性会長が誕生し、役員の過
半数を女性が占めたが、支部代表は依然として男性が多
い」と報告、日本退職者連合の野田那智子事務局長が日退
連の取り組みを提起した後、各県の活動報告がありました。
　鹿児島からは迫睦子副会長が、「退女教は毎年医療や
介護充実の要望書を知事あてに提出している。自治退は
22年９月に女性部を結成した。ＮＴT労退は22年６月に
女性会員の趣味の作品展を開催した」などと報告しまし
た。また、宮崎からは、男性だけの産別組織でジェンダー
平等を進めるためには男性自身が家庭や社会に対してア
イコンシャス・バイアス（無意識の偏見）を克服する取り
組みが必要だとの提起がありました。各県報告を受けて、
少しずつ前進する活動を取り組むことを確認しました。

転ばぬ先のロコモ体操
 北薩地域労福協介護教室

いつまでも住み慣れた地域で！
 奄美地域労福協介護教室

ジェンダー平等学習会を開催
  日退連九州ブロック協議会

運動の前にまず学習会

どらやきとお茶を楽しみました
  北薩地域労福協料理教室

寒さに負けずプレー！
  奄美地域労福協

「タオルでつなぐ支え合いの輪」４年目のタオル一本運動を展開！　
「各地域のメーデー集会で1470本」が寄せられました。  鹿児島地域労福協

もちもち生地から作りました
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ニュース・
ワード

大
人
世
代
が
見
る
と
「
誤
解
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
は
」
と
心
配
に
な

る
く
ら
い
そ
っ
け
な
い
文
章
で
す

が
、効
率
を
求
め
る
若
者
に
は
こ

ち
ら
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
と

い
い
ま
す
。

　
「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
は
、
職

場
に
情
報
紙
が
届
く
前
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
閲
覧
し
て
、
早
め
に
ク
イ

ズ
に
応
募
し
て
ま
す
（
笑
）。

 
（
鹿
児
島
市
）

　　

退
職
後
○
十
年
、
財
布
か
ら
現

金
で
支
払
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

便
利
で
す
が
少
し
さ
び
し
い
気
も

し
ま
す
。
世
の
流
れ
に
つ
い
て
い

聞
き
流
し
方
は
、自
分
に
と
っ
て
タ

イ
ム
リ
ー
で
、こ
の
春
さ
っ
そ
く
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
相
手
も

自
分
も
心
地
良
い
関
係
を
保
ち
た

い
も
の
で
す
。 

（
鹿
児
島
市
）

　
３
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
、
姶
良

伊
佐
地
域
労
福
協
の
「
ツ
ボ
と
健

康
」
に
つ
い
て
の
介
護
教
室
開
催

の
記
事
は
、
と
て
も
興
味
深
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
霧
島
市
）

　　

毎
月
「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
各
地

域
で
目
的
を
明
確
に
活
動
さ
れ
て

い
て
毎
回
感
心
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
県
民
全
員
で
賃
上
げ
を
頑
張

り
た
い
で
す
。 

（
志
布
志
市
）

マルハラ
　
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
文
章

が
句
点
「
。」
で
終
わ
っ
て
い
る
と
、

若
者
は
、や
り
取
り
を
断
ち
切
ら
れ
、

威
圧
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
か

ら
、「
マ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
大
人
世
代
は
メ
ー

ル
が
長
文
に
な
り
が
ち
で
、読
み
や

す
く
す
る
た
め
に
改
行
し
た
り
句
点

を
つ
け
た
り
し
ま
す
。
誤
解
を
生
ま

な
い
よ
う
、絵
文
字
や
顔
文
字
を
付

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、若
者
世
代
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

会
話
の
よ
う
に
瞬
時
に
文
字
で
や
り

取
り
を
す
る
た
め
、句
点
や
絵
文
字
、

顔
文
字
を
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
。

読
　
者

か
ら
の

声

298

か
ね
ば
…
。“
労
働
者
の
金
庫
番
”

ろ
う
き
ん
さ
ん
の
存
在
、
大
き
い
で

す
！ 

（
指
宿
市
）

　
３
月
号
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド
に
掲

載
さ
れ
た
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、

万
が
一
の
時
に
と
て
も
役
立
ち
そ
う

で
す
ね
。
国
で
所
有
し
て
自
治
体
に

派
遣
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

（
大
分
県
宇
佐
市
）

　　
息
子
が
コ
ー
プ
共
済
の
保
険
に
加

入
し
ま
し
た
。
対
応
が
丁
寧
で
助
か

り
ま
し
た
。 

（
指
宿
市
）

　　
「
セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
で
う

ま
く
い
く
！
」
を
い
つ
も
参
考
に
し

て
い
ま
す
。
３
月
号
掲
載
の
愚
痴
の

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

笑
顔
で
聴
い
て
も
ら
え
る
だ
け

で
安
心
し
ま
す
」

　
私
た
ち
の
脳
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
感
情
に
あ
ま
り
長
い
あ
い
だ

と
ど
ま
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情

の
ほ
う
が
、
進
化
の
歴
史
の
中

で
生
存
の
た
め
に
重
要
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
常
に
世
界
中
の
情

報
に
触
れ
る
現
代
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
ば
か
り
に
注
目
し
て

い
る
と
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
脳
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め

に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
必

要
で
す
。
笑
顔
、感
謝
の
言
葉
、

「
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」と

い
う
好
意
を
言
葉
に
し
て
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
、
副

交
感
神
経
を
優
位
に
し
、
ス
ト

レ
ス
を
緩
和
す
る
の
で
す
。

　
う
そ
を
つ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
無
理
を
す
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。
一
日
の
ど
こ
か
に

必
ず
あ
る
、
相
手
の
小
さ
な
好

意
を
見
つ
け
、
そ
の
瞬
間
を
つ

か
ま
え
て
言
葉
に
し
、
感
謝
を

伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い

と
き
は
要
注
意
。
心
身
の
疲
労

が
強
す
ぎ
る
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

感
情
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

専
門
家
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
脳
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
に
注
目
し
、
そ
れ

に
つ
い
て
長
く
考
え
よ
う
と

し
ま
す
。
で
も
、実
は
毎
日
、

そ
れ
に
負
け
な
い
く
ら
い
た

く
さ
ん
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感

情
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
１
カ
月
、
も
し
で
き
そ
う

な
ら
、
そ
の
感
情
を
つ
か
ま

え
、
そ
れ
を
言
葉
に
し
て
相

手
に
伝
え
る
練
習
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
朝
少
し
つ
ら
か
っ
た
の

で
す
が
、
あ
な
た
の
笑
顔
と

あ
い
さ
つ
に
救
わ
れ
ま
し

た
」「
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て

い
る
の
を
感
じ
て
う
れ
し
い

よ
」「
君
が
こ
こ
に
い
て
く

れ
て
心
強
い
よ
」「
報
告
を

㊻温かな感情を共有する
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ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま 0120-307-830

労 働 相 談 専 用 0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。

＊安心ネットかごしま
　相談対応「LINE公式アカウント」

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１　
出
発
。
…
…
を
切
る

４　
夏
の
は
じ
め

７　
年
を
取
る
と
皮
膚
に
で
き

る
細
か
い
筋

８　
奴
隷
（
ど
れ
い
）
解
放
を

し
た
ア
メ
リ
カ
の
第
16
代

大
統
領

9　
考
え
違
い
。
…
…
を
招
く

発
言

11　
成
長
し
た
羊
の
肉

12　
ふ
り
仮
名
。
…
…
を
振
る

14　
俵
万
智
さ
ん
の
「
サ
ラ
ダ

…
…
日
」

16　
ふ
き
掃
除
の
布

19　
年
が
若
い
人

21　
お
得
意
の
客

22　
臼
歯
（
き
ゅ
う
し
）
の
こ
と

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１　

巻
い
た
り
、
握
っ
た
り
、

押
し
た
り
し
て
作
る

２　
筋
道
の
通
ら
な
い
言
葉

３　
神
社
の
入
り
口
に
あ
る

４　
猪
…
…
蝶

５　
裏
声
の
発
声
法
が
特
色
の

ス
イ
ス
地
方
特
有
の
民
謡

６　
握
り
寿
司
の
単
位

10　
高
い
所
か
ら
の
眺
め
を
楽

し
む
遊
園
地
の
乗
り
物

11　
お
店
に
飾
る
ネ
コ
の
置
物

13　
月
下
…
…
。
八
方
…
…

15　
昔
、一
定
期
間
、住
み
込
み

で
働
い
た
…
…
奉
公

16　
ダ
ン
ボ
は
…
…
の
赤
ち
ゃ

ん

17　
海
水
の
満
ち
干

18　
「
隣
り
の
…
…
は
よ
く
柿

食
う
…
…
だ
」

20　
入
…
…
。
日
光
…
…

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
佐
藤
　
真
美	

山
口
　
竜
二

　
後
藤
　
　
忍	

池
江
　
祐
弘

　
前
田
　
京
子	

小
田
　
美
桜

　
越
地
　
喜
昭	

朝
野
　
竜
輔

　
油
井
あ
づ
さ	

大
口
　
浩
嗣

　
北
山
友
香
子	

幸
野
未
紀
菜

　
吉
　
真
由
美	

木
之
下
　
純

　
佐
潟
　
義
彦	

市
来
　
重
美

　
上
山
　
俊
郎	

阿
久
根
楽
冬

　
平
原
　
　
将	

高
橋
　
凛
花

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
４

年
６
月
６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064

　
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七 

六
階

　
鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　

７
６
１
号（
４
月
）の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
119
通
で
、

119
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結

果
、
下
記
の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ランドセル」


